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目目的的  

本研究の目的は、腰部に装着した単一の慣性セン

サで疾走中の競技者の骨盤姿勢が推定可能であるか

を明らかにすることである。 

 

方方法法  

１１．．モモーーシショョンンキキャャププチチャャデデーータタととのの比比較較  

スポーツパフォーマンス研究センター陸上走路に

おいて、モーションキャプチャと慣性センサを使っ

た同時計測を行い骨盤の姿勢計測精度を検証する。 

対象者は短距離走を専門とする男子大学陸上競技

者8名とした。各競技者4走ずつ、計32走のデータ

を分析対象とした。 

２２．．トトララッッククででのの測測定定  

 慣性センサを用い、陸上競技場における実際の

200m走の測定を行い、骨盤の姿勢推定が可能かを検

証する。 

 いずれの実験でも、慣性センサとしてはスポーツ

センシング社製 9 軸モーションセンサを用いる。骨

盤姿勢は、Madgwickら(2011)のアルゴリズムを用い

て加速度および角速度から推定する。  

 

結結果果  

１１．．測測定定精精度度ににつついいてて  

 慣性センサおよびモーションキャプチャから得ら

れた骨盤の姿勢（ロール、ピッチ、ヨー）の推移の代

表例を図1に示す。  

図図11：：疾疾走走時時のの腰腰部部姿姿勢勢変変化化  

（（青青：：慣慣性性セセンンササ、、赤赤：：モモーーシショョンンキキャャププチチャャ）） 

 

 これらのデータの二乗平均平方根誤差(RMSE)を求

めたところ、ロール4.1°、ピッチ2.8°、ヨーが

3.6°となった。ピアソンの相関係数はそれぞれ

0.88、 0.79、 0.97となり強い相関を示した。ま

た先行研究(Nagahara, et al. 2018)と比較しても

同等の結果が得られていた。 

  

２２．．競競技技場場ででのの測測定定  

図2に競技場での行われた200m走の測定結果の例

を示す。スタートからゴールまで一貫した結果が得

られていることが確認できる。 

  

図図22：：220000mm走走中中のの骨骨盤盤姿姿勢勢のの変変化化 

 
ままととめめ  

単一の慣性センサを用い簡便にスプリント走の骨

盤姿勢推定が行えることが明らかとなった。 
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目目的的  

本研究の目的は、50ｍフォースプレート走路を有

する鹿屋体育大学のスポーツパフォーマンス研究セ

ンター（以後、SP研究センター）を活用した陸上競

技中長距離走の実践的で簡易なランニング技術の測

定法をもとに、その評価表法を確立することであっ

た。 

 

方方法法  

以前の研究で試案し確立したSP研究センターでの

中長距離走の測定方法を測定実施者の意見をもとに

改良し（図1）、実際の測定を実施し、フィードバ

ック（測定評価）を行った。対象者は、大学陸上競

技中長距離選手20 名、日本トップレベルの女子中

長距離選手2 名、実業団女子長距離選手5名であっ

た。 

主な評価（フィードバック）項目は、50m フォー

スプレート走路（テック技販社製 TF90100）を用い

た各走速度帯でのピッチとストライドとその変化、

地面反力、そしてデジタルビデオカメラ（SONY 社

製 FDR-AX700）での撮影および解析（DKH 社製

Frame-DIAS5）であった。 

 

 

図図11：：ススポポーーツツパパフフォォーーママンンスス研研究究セセンンタターーででのの  

改改良良ししたた測測定定方方法法のの図図 

 

 

 

 

 

  

  

結結果果おおよよびび考考察察  

 主なフィードバック内容は、以下の図の通りであ

る。 

 

図図22：：選選手手へへののフフィィーードドババッックク内内容容  

（（ピピッッチチととスストトラライイドド））  

 
図図33：：選選手手へへののフフィィーードドババッックク内内容容（（地地面面反反力力））  

  

 

図図44：：選選手手へへののフフィィーードドババッックク内内容容（（動動画画解解析析））  

 

 以上のフィードバック方法（評価方法）で、選手

およびその指導者から好評を得られたことから、 

SP研究センターにおける中長距離走の測定において

は、この方法が実践的で簡易な評価方法であると考

えられる。  


